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活動記録（新規認定審査用）
認定資格（第3章第7条の3～6）に関する活動記録
施設名：○○病院
受付番号：　000000　（新規）
資料提出日：2014.○.○
	第7条の3　ラウンドに関する活動記録
「ICTが、感染制御に関する介入を目的とする臨床現場へのラウンドを、全病棟（分割してでも）週に1回以上の頻度で実践していること」に関する活動記録

	ラウンド活動の要約を記載。（400～800字）
※記載上の留意点
1.感染症治療ではなく感染制御を目的とし、微生物検出情報に基づく感染制御上重要な症例や、抗菌薬長期投与例等を中心としたラウンド（感染制御策の臨床実践強化や環境整備を重点的に行うラウンド等も含む）を全病棟1回/週以上の頻度で実施していることが分かるように記述すること。要約は“添付資料のとおり”“添付資料参照”などとせず、必ず内容を記述すること。
2.ICT専従者が日常的に非公式なラウンドを実施して重点介入が必要な病棟を査定し、ICTメンバー全員での公式ラウンドでは対象病棟を絞って介入している施設でも、非方式なラウンドを含めると全病棟1回/週以上の頻度になる場合は、その実際が分かるように記述すること。
3.以下の資料を、患者個人情報に留意し、患者名やIDなどを適切にマスキングして添付すること。なお、患者の個別の細菌検査結果報告書複写等は添付しないこと。
1）ラウンド実績（予定）一覧表（必須：3ヶ月分）
　いつ、誰（職種も）がどこをラウンドしたか（する予定か）の一覧表には、非公式なラウンドも含めること。また、全病棟1回/週以上の頻度で実施していることが分かるよう病院全体の病棟構成を表の下に付記すること。
2）実際のラウンド記録等（任意）
　添付する場合は1ヶ月分、または標準的なもののみとし、期間中の全記録を添付しないこと。

	添付資料（「添付資料No.」と「枚数」を記入すること。）
　□ラウンド実績（予定）一覧表（必須：3ヶ月分）（添付資料No.　　　　　　計　　　　枚）
　□実際のラウンド記録（添付資料No.　　　　　　計　　　　枚）
　□その他（　　　　　　　　　　　　）（添付資料No.　　　　　　　計　　　　　枚）


施設名：○○病院
受付番号：　000000　（新規）
資料提出日：2014.○.○
	第7条の4　サーベイランスに関する活動記録
「本学会事業であるJHAIS systemに準じた対象限定サーベイランスを、微生物検査室情報に基づく病棟ラウンドにより実践していること」に関する活動記録

	サーベイランス活動の要約を記載。（400～800字、「サーベイランス報告書」添付）
※記載上の留意点
1.JHAIS systemに準じた対象限定サーベイランスを実施していることが分かるように記述し、「サーベイランス報告書」を添付すること。要約は“添付資料のとおり”“添付資料参照”などとせず、必ず内容を記述すること。
2.サーベイランスの種類はNHSN、JANISの他、施設状況に適していれば、耐性菌サーベイランス、手指衛生サーベイランス、症候群サーベイランス等でもよい。同様にどのように実施しているかを記述すること。
3.要約には、微生物検査室情報に基づく病棟ラウンドにより実践されていることが分かる情報も記載すること。
4.サーベイランスの指標、分子、分母が何であるか、単位についても明記すること。また、分子の判定基準等も記載すること。
5.SSI、CLABSI、CAUTI、VAPサーベイランス等を実施している場合は、感染率がJHAIS systemに準じた手法（NHSN、JANIS等）で適切にリスク調整、即ちSSIでは手術手技分類・SSIインデックス別SSI率を、CLABSI・CAUTI・VAP等ではデバイス関連感染率を算出していることが分かる情報を「サーベイランス報告書」に提示すること。
6.分母を患者日またはデバイス使用日とする感染率を算出している場合には、対象ユニットの患者状況を示すデータ、即ち「入院件数」や「平均在院日数」、または「病床数」を要約または「サーベイランス報告書」に提示すること。
7.以下の資料を、患者個人情報に留意し、患者名やIDなどを適切にマスキングして添付すること。なお、ワークシートや患者の個別の細菌検査結果報告書複写等は添付しないこと。
1）サーベイランス報告書（必須：3ヶ月分）
　当該ユニットに定期的にフィードバックしている報告書を3ヶ月分（3回分）添付すること。
2）微生物検査室情報（任意）
　サーベイランスのために使用している微生物検査室情報（個別の細菌検査結果報告書ではなく複数患者一覧）を添付する場合は1ヶ月分、または標準的なもののみとし、期間中の全記録を添付しないこと。

	添付資料（「添付資料No.」と「枚数」を記入すること。）
　□サーベイランス報告書（必須：3ヶ月分）（添付資料No.　　　　　　計　　　　枚）
　□微生物検査室情報（添付資料No.　　　　　　計　　　　枚）
　□その他（　　　　　　　　　　　　）（添付資料No.　　　　　　　計　　　　　枚）


施設名：○○病院
受付番号：　000000　（新規）
資料提出日：2014.○.○
	第7条の5　微生物検査に関する活動記録
「微生物検査室をもち、ICTに対して、全病棟の微生物分離情報が1週間に1回以上定期的に報告され、問題の微生物が分離同定された場合には緊急に報告される体制が確立していること」に関する活動記録

	微生物検査活動の要約を記載。（400～800字、「微生物分離情報報告書」添付）
※記載上の留意点
1.全病棟の微生物分離情報が1回/週以上定期的に報告していることが分かるように記述し、「微生物分離情報報告書」を添付すること。要約は“添付資料のとおり”“添付資料参照”などとせず、必ず内容を記述すること。
2.要約には問題の微生物が分離同定された場合に緊急に報告される体制が確立していることが分かる情報も記載すること。
3.以下の資料を、患者個人情報に留意し、患者名やIDなどを適切にマスキングして添付すること。なお、ワークシートや患者の個別の細菌検査結果報告書複写等は添付しないこと。
1）微生物分離情報報告書（必須：1ヶ月分）
　ICTに1週間に1回以上定期的に報告している報告書を1ヶ月分添付すること。
2）微生物緊急報告体制図等（任意）
　問題の微生物が分離同定された場合に緊急に報告される体制を示した図や報告書等を添付してもよい。報告書を添付する場合は代表的なもの1件とし、期間中の全報告書を添付しないこと。

	添付資料（「添付資料No.」と「枚数」を記入すること。）
　□微生物分離情報報告書（必須：1ヶ月分）（添付資料No.　　　　　　計　　　　枚）
　□微生物緊急報告体制図等（添付資料No.　　　　　　計　　　　枚）
　□その他（　　　　　　　　　　　　）（添付資料No.　　　　　　　計　　　　　枚）


施設名：○○病院
受付番号：　000000　（新規）
資料提出日：2014.○.○
	第7条の6　教育に関する活動記録
「感染制御に関する検討会や教育が適切におこなわれていること、および、必要な情報が適宜全職員にフィードバックしていること」に関する活動記録

	教育活動の要約を記載。（400～800字）
※記載上の留意点
1.感染制御に関する検討会や教育について、全職種を対象に計画的・定期的に実施されていることが分かるように記述すること。要約には教育の評価をどのように行っているか（理解度や行動変容の確認など）も含めて記載すること。要約は“添付資料のとおり”“添付資料参照”などとせず、必ず内容を記述すること。
2.要約には必要情報を適宜全職員へ提供していることが分かる情報も記載すること。
3. 以下の資料を、患者個人情報に留意し、患者名やIDなどを適切にマスキングして添付すること。なお、実際の検討会配布資料や講義資料は添付しないこと。
1）教育年間実績（予定）一覧表（必須：1年分）
　感染制御に関する教育の年間実績（または予定）の一覧表には、テーマ、月日、対象職種、対象人数（受講率でも可）、参加人数を明記のこと。一覧表は、院外・院内別がわかるように表記すること。
2）検討会年間実績（予定）一覧表（任意）
　感染制御に関する検討会の年間実績（または予定）の一覧表を添付する場合には、テーマ、月日、対象職種、対象人数（受講率でも可）、参加人数を明記のこと。
3）ICT週報等（任意）
　ICTが全職員へ必要な情報をタイムリーに知らせる目的の週報や通知等を添付する場合には、代表的なもの1件とし、期間中の全ICT週報や通知を添付しないこと。

	添付資料（「添付資料No.」と「枚数」を記入すること。）
　□教育年間実績（予定）一覧表（必須：1年分）（添付資料No.　　　　　　計　　　　枚）
　□検討会年間実績（予定）一覧表（添付資料No.　　　　　　計　　　　枚）
　□ICT週報等（添付資料No.　　　　　　計　　　　枚）
　□その他（　　　　　　　　　　　　）（添付資料No.　　　　　　　計　　　　　枚）


